






















[要約]  小児に対して、より効果的に補装具を交付するためには、 日常生活でそれを使

用する環境の具体的な設定と、補装具導入のシステム化である。今回新たに冊子化したパ

ンフレットおよび処方例集をもとに、座位保持関連補装具処方のシステム化を図るととも

に、運動発達障害児に対する補装具処方の現状と、対象児の重度・重複化か指摘される全

国肢体不自由児施設における車椅子・座位保持装置の製作過程に関するシステムの実態を

アンケートにて調査した。また、補装具の日常生活上での効果を判定するための評価尺度

として、「こどものための機能的自立度評価法」(WeeFIM)についての信頼性・妥当性の検

討を行った。

 運動発達障害児の疾病・障害構造レベルの装具処方動向に明らかな経年的変化はみられ

ず、今後の装具処方の動向は、システムに依存していくことが予想された。 したがって、

従来指摘されてきた小児補装具処方の問題点を、支給体系を含めた今後のシステムに反映

させていくことが、効果的な補装具交付のための重要な課題であると考えられた。一方で

は、特に障害児の重度化によって、要求される医学的知識や製作技術はますます高度なも

のとなってきており、現場ではその対応に苦慮していることが判明した。これらを解消す

るための医学的管理を基礎にしたシステムが、一定の尺度をもとにして、医学的に評価さ

れていく必要がある。今回の研究により WeeFIM の信頼性と妥当性が確認され、健常児に

おける標準データが得られた。また、障害児群においても患児の ADL の状況をとらえる上

で、WeeFIM は有用であることが示された。今後は、補装具処方をより効果的なものにす

るために有効な体系について、ADL の観点から客観的に評価していく予定である。


